
─ 「触楽展Ⅱ」について
情報科学芸術大学院大学（ I AMAS）の「あしたをプロトタイピングするプロジェクト」の活動から生まれたプロトタ
イプを通じて、情報技術とデザインの関係性に気づきを与える展示を行います。一昨年前、大垣にて「触楽展」を
開催しました。人とメディアの間に生じるインタラクションを持った、見るだけではわからない作品に「触れて」「楽
しむ」ことから、なぜそれを作るのかに至るまで鑑賞していただきます。今回その第二回目として「触楽展Ⅱ」を開
催します。

─　「あしたをプロトタイピングするプロジェクト」について
ユーザエクスペリエンスを考慮したインタラクションデザインを実践するとともに、実稼働し体験可能な

「モノ」だけではなく、教育的ワークショップや社会基盤システムなどへ向けた試行的な取り組みとしての

「コト」も含むインタラクションを探求しています。鈴木宣也、赤羽亨の二人の教員を中心に、修士課程の

大学院生が集い活動しています。

名古屋大学教養教育院プロジェクトギャラリー「clas」 
〒464-8601 名古屋市千種区不老町 地下鉄名城線「名古屋大学」 駅下車 1 番出口より西へ 5 分
名古屋大学全学教育南棟入り口横 http://www.vision.ss.is.nagoya-u.ac.jp/clas/

- 触 楽 展Ⅱ-
2016.1.08 （Fri） - 1.14 （Thu）

▶ギャラリートーク  :  1 .12（Tue） 16:30 ～ ▶10:00  ～ 18 :00  (最終日は17:00まで、土日祝はお休み )

主催：名古屋大学デザインリテラシー研究会　共催：名古屋大学教養教育院　企画 : 情報科学芸術大学院大学


